
支
決
算
が
報
告
さ
れ
た
。
監

査
報
告
は
下
出
道
弘
監
事
が

行
い
、
予
算
の
執
行
や
積
立

金
の
保
有
、
職
務
執
行
な
ど

は
適
正
で
あ
る
と
の
報
告
が

あ
り
、
活
動
・
決
算
報
告
は

承
認
さ
れ
た
（
関
連
３
〜
５

面
）。

　

次
に
、
加
藤
康
夫
会
長
よ

り
「
患
者
負
担
増
の
軽
減
」

を
柱
と
し
た
２
０
２
１
年
度

活
動
方
針
が
提
案
さ
れ
た（
関

連
６
〜
８
面
）。
引
き
続
き
、

川
西
譲
児
総
務
部
長
か
ら
収

入
支
出
予
算
が
上
程
さ
れ
、

す
べ
て
可
決
決
定
さ
れ
た
。

　　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選

挙
で
は
、
会
長
候
補
に
加
藤

康
夫
理
事
、
副
会
長
候
補
に

伊
藤
寧
理
事
、
立
花
啓
理
事
、

野
川
哲
義
理
事
、
橋
本
透
理

事
の
４
人
を
代
議
員
の
総
意

で
理
事
会
に
推
薦
す
る
こ
と

と
し
た
。

　
総
会
の
締
め
く
く
り
に
、伊

藤
正
美
政
策
部
長
か
ら
総
会

決
議
文
の
提
案
が
あ
り
、満
場

一
致
で
採
択
さ
れ
た
（
会
長
・

副
会
長
は
同
日
の
臨
時
理
事

会
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
）。

　
議
案
審
議
に
先
立
ち
小
笠

原
俊
一
議
長
、
荻
野
英
二
副

議
長
の
代
議
員
総
会
成
立
宣

言
後
、
昨
年
度
に
ご
逝
去
さ

れ
た
25
名
の
会
員
に
黙
祷
を

捧
げ
た
。

　
議
案
審
議
で
は
立
花
啓
副

会
長
か
ら
本
会
の
活
動
報
告
、

鈴
木
正
典
財
政
部
長
か
ら
収

医療改善へ、決意新たに

北 海 道 保 険 医 新 聞

　
東
大
医
科
学
研
究
所
チ
ー

ム
が
、
変
異
ウ
イ
ル
ス
は
ア

ジ
ア
人
の
免
疫
細
胞
か
ら
逃

れ
る
能
力
が
あ
る
と
す
る
実

験
結
果
を
発
表
し
た
。
日
本

人
に
多
い
タ
イ
プ
の
白
血
球

で
は
免
疫
効
果
が
弱
ま
り
、

特
に
イ
ン
ド
株
は
感
染
力
が

強
い
上
に
、
国
民
の
６
割
に

免
疫
低
下
の
可
能
性
が
あ
る

と
示
唆
し
た
▼「
い
つ
か
そ
ん

な
時
代
に
」
が
一
気
に
近
づ

い
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
セ
ミ
ナ
ー
・

診
療
・
飲
み
会
な
ど
新
し
い

サ
ー
ビ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
経
済
活
動
や
教
育

方
法
が
急
速
に
浸
透
し
て
い

る
。
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
な
る
造
語

も
頻
繁
に
耳
に
す
る
よ
う
に

な
っ
た
▼
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
を
運
営
す
る
ワ
ン

ダ
ー
シ
ェ
イ
ク
が
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
。
コ
ロ
ナ
が

落
ち
着
い
た
ら
、
や
り
た
い

こ
と
の
１
位
は
国
内
旅
行
、

２
位
は
外
食
・
会
食
、
３
位

は
友
人
と
の
外
出
、
そ
の
他

大
声
で
笑
い
た
い
、
こ
れ
以

上
医
療
従
事
者
へ
の
負
担
を

増
や
し
た
く
な
い
と
い
う
回

答
も
複
数
あ
っ
た
▼
私
と
言

え
ば
、
急
激
な
変
化
に
戸
惑

う
日
々
で
あ
る
。「
コ
ロ
ナ
っ

て
あ
っ
た
ね
え
」「
コ
ロ
ナ
の

予
防
接
種
し
た
？
」
と
い
う

会
話
が
巷
の
あ
ち
こ
ち
に
溢

れ
る
の
は
、
ま
だ
ま
だ
先
の

こ
と
だ
ろ
う
か
。「
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
」
は
ど
ん
な
日
常
に

な
る
の
か
。

加藤 康夫

（
龍
）

2021年（令和3年）6月5日（1）第953号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）

　

５
月
29
日
、感
染
予
防
を
十
分
に
行
い
な

が
ら
第
９
回
代
議
員
総
会
を
開
催
し
た
。

す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
、総
会
決
議

を
満
場
一
致
で
採
択
し
た
。今
年
度
は
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、加

藤
康
夫
理
事
ら
新
役
員
が
決
定
し
た
。

　

　

加
藤
康
夫
氏
、
三
期
目
の
執
行

第9回代議員総会

　

　

　

決　議

記

2021年5月29日
一般社団法人北海道保険医会　第9回代議員総会

　新型コロナウイルス感染症は、パンデミックとなって1年を経過した
今なお、一向に終息の兆しが見えず、国民生活を恐怖と混乱に陥れて
いる。医療現場では、治療施設の整備、病床の確保に追われる一方、受
診控えによる医業収入の減少等は未だ解消されず、医業経営に深刻な
影響を与え続けている。国による支援対策も充分な効果を上げられて
いない中で、今求められることは、地域医療を守ることを最優先に、医
療機関への大規模な経済支援策を講じることである。
　一方、国民全体がコロナ不況に見舞われる中、政府は「後期高齢者
の窓口負担の2割化」法案を国会に提出した。「自助」を殊更強調し、さ
らなる負担を強いることで必要な医療・介護を遠ざけ、社会保障のセー
フティネット機能を形骸化させるものに他ならない。コロナ禍の今こそ
患者・高齢者の健康を守り、国民生活を手厚く支援していく政策が重要
である。
　北海道保険医会は、国民・患者本位の政策実現を目指し、社会保障
の充実と安心・安全な社会を築くため、以下の通り決議する。

一、

一、

一、

一、

一、

一、

一、

一、

一、

新型コロナウイルス感染症拡大で生じた医療機関の実質的減収
分の全額補填を求める
「新経済・財政再生計画改革工程表」に基づく、患者負担増の
諸政策の即時撤回を求める
公立・公的病院や民間病院にかかわらず、地域の実情に沿った必
要な病床数を確保し、新型コロナウイルス等の爆発的感染拡大に
対応可能な余裕を持った医療従事者数や病床数の確保を求める
行き過ぎた病床削減政策に反対し、住民本位の充実した医療・
介護提供体制に資する「地域包括ケアシステム」「地域医療構
想」の構築・推進を求める
コロナ禍における医師等の健康確保に配慮した真の働き方改革を
実現するため、大幅な診療報酬・介護報酬の引き上げを求める
混合診療全面解禁が懸念される選定療養制度の対象拡大に反対
し、医療格差をもたらす患者申出療養制度の廃止を求める
社会保障個人会計や個人情報漏洩につながりかねないマイナン
バー制度の中止と医療分野等への拡大に反対する
医師・歯科医師の裁量権を無視し、医療現場を混乱させる不当
な審査、指導・監査に反対する
消費税を減税し、医療へのゼロ税率の適用を求める

会 　 長

副 会 長
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　

理 　 事
　 〃 　
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　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　 
　 〃 　
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国
民
皆
保
険
制
度
は

　
　
　
　
　
最
後
の
砦

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
依
然
と
し
て
収

束
の
見
通
し
が
立
た
な
い
。

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
よ
う

や
く
動
き
始
め
、
道
が
う
っ

す
ら
と
見
え
て
き
た
。
し

か
し
、
集
団
免
疫
獲
得
ま

で
の
時
間
は
長
そ
う
だ
。

　
医
療
現
場
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
が
続
き
、
感
染

防
止
・
日
常
診
療
経
費
の

増
加
、
受
診
控
え
に
よ
る

医
業
収
入
の
減
少
は
解
消

さ
れ
ず
、
医
療
経
営
に
深

刻
な
影
響
が
生
じ
て
い
る
。

　
国
に
よ
る
支
援
施
策
は
、

緊
急
包
括
支
援
交
付
金
等

で
４
・
６
兆
円
。
ま
た
診

療
報
酬
に
よ
る
対
応
で
０
・

　
地
域
別
診
療
報
酬
の
導

入
は
、
す
べ
て
の
国
民
に

平
等
に
給
付
さ
れ
る
べ
き

社
会
保
障
に
格
差
を
持
ち

込
み
、
公
的
医
療
保
険
制

度
に
よ
る
国
民
皆
保
険
の

根
幹
を
揺
る
が
し
形
骸
化

さ
せ
る
。

　
国
民
皆
保
険
制
度
の
も

と
、
国
民
は
非
常
時
で
も

貧
富
や
年
齢
に
区
別
な
く

必
要
な
医
療
の
提
供
を
受

け
ら
れ
る
。
国
民
皆
保
険

制
度
を
心
強
い
後
ろ
盾
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
闘
う
こ
と
が
で
き

る
。
日
本
社
会
の
安
定
性

を
維
持
す
る
た
め
の
最
後

の
砦
と
な
る
国
民
皆
保
険

制
度
の
堅
持
が
大
切
だ
。

１
兆
円
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
厚
労
省
が
発
表

し
た
概
算
医
療
費
で
は
、

20
年
４
月
か
ら
12
月
ま
で

の
医
療
費
総
計
は
対
前
年

同
期
比
で
３
・
９
％
、
１

兆
３
千
億
円
減
少
し
た
。

国
に
よ
る
支
援
対
策
は
十

分
な
効
果
が
あ
げ
ら
れ
て

い
な
い
。
財
務
省
は
財
政

制
度
等
審
議
会
で
、
今
後

の
財
政
支
援
と
し
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
患
者
を
受
け
入

れ
て
い
る
病
院
に
限
定
し
、

収
入
面
へ
の
対
応
と
し
て

緊
急
包
括
支
援
等
に
代
え

て
診
療
報
酬
で
の
１
点
単

価
を
補
正
す
る
概
算
払
い

に
よ
る
減
収
補
填
を
提
言

し
た
。

　

し
か
し
、
一
般
患
者
の

受
け
皿
が
あ
っ
て
こ
そ
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
重
点
医
療
機
関
等
を

確
保
、
拡
大
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
一
体
と
な
っ
て

地
域
を
支
え
て
い
る
医
療

機
関
へ
の
視
点
が
欠
如
し

て
い
る
。
医
療
安
全
保
障

の
視
点
か
ら
も
、
経
営
困

難
に
陥
っ
て
い
る
す
べ
て

の
医
療
機
関
に
対
す
る
公

的
支
援
が
不
可
欠
だ
。

　
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

患
者
受
け
入
れ
病
院
へ
の

支
援
に
知
事
の
同
意
を
持

ち
出
し
、
１
点
単
価
を
補

正
す
る
概
算
払
い
で
の
減

収
補
填
を
、
財
務
省
の
宿

題
で
あ
る
地
域
別
診
療
報

酬
設
定
の
蟻
の
一
穴
と
す

る
目
論
み
が
垣
間
見
え
る
。

会員アンケート結果
　２０２１年4月に、本会の会員に対して「会員アンケート」用紙
を送付し、１５２件から回答を得た。会員の意識と会の活動や事
業内容に対する意見・要望を把握し、会の活動に反映させるた
めに実施したもので、結果は次の通りであった。

保険点数、
個別指導相談

テキスト購入

共済制度

新聞・
メールニュース

講習会・行事

0 20 40 60 80 120100

65

81

82

108

59

特にない 6

3

3

4

18

116

無回答

1

5

139

【勧めたい理由】
・共済制度が充実しているから。（医科）
・保険情報が詳しい。（医科）
・点数改定時の情報が早く、わかりやすい。（歯科）
・施設基準について必要な情報が得られる。（歯科）
・情報が豊富で早い、医科の情報も得られる。（歯科）
・講習会、文化行事（ワイン会・バスツアー）が充実している。（歯科）
・指導等のいざ困った時、頼りになる存在と感じる。（歯科）

Q.会員の属性

【その他】
・開業医の先生方との親睦が良い。（医科）
・月刊保団連の内容が充実していて良い。（歯科）
・会費が安い。（歯科）
・スタッフ向けの講習会がある。受付、接遇の研修は入社時に必ず受けさせている。（歯科）
・会員の意見をいつでも取り上げられる状況になっていると良い。（無回答）

医科 
27%

不明
19%

歯科 
54%

Q.会員区分
開業
56%

不明
27%

勤務 
16%

休診
1%

Q.保険医会で利用したことのあるサービスは（複数回答）

Q.保険医会に入会して良かった点（複数回答）

Q.知り合いに入会を勧めたいか

・無健康保険者に対する医療相談。（医科）
・芸術的行事を割安で提供してほしい。（医科）
・地域の女性医師の集まりがあれば参加してみたい。（医科）
・歯科の「届出医療等の活動と留意点」が欲しいです。（歯科）
・全身疾患と歯科の関係を広く国民に伝えて欲しい。高齢者医療を中心に診療
の技術を解説してほしい。（歯科）
・年1回程度、保険医会を通じて加入している年金、生命保険等のまとめたお知
らせを送ってほしい。（歯科）
・半年毎にでもウェブで保険講習会を開催して欲しい。厚労省、経産省の補助金、
助成金の広報をして欲しい。（歯科）
・治療内容、保険点数、経営等の質問コーナーの部門が新聞に掲載されている
と良い。（歯科）
・保険の整理・管理サービス。（歯科）
・いつも講師の方々が素晴らしいので、今後も臨床、倫理、法律関連のセミナー
を期待しています。（歯科）
・歯科でも、医科の情報講習会。これからの老後に関する研修(高齢社会)。 訪問
診療独自の研修会。（歯科）
・コロナ禍が終わったら、保険講習の合間に時事や各界のプロの講演会などの
予定を頼みます。（無回答）
・症例検討会の定期開催。（無回答）

Q.保険医会への要望や不満（複数回答）

Q.保険医会で実施して欲しいサービス（一部抜粋）

　いただいたご意見・ご要望につきましては、今後の活動に反映させ
ていきたいと思います。ご協力、誠にありがとうございました。

115

104

87

75

45

7
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線
は
一
向
に
止
ま
ら
な
い
。
本
会
は
地
域
医
療
の
第
一
線
を
担

う
立
場
か
ら
、
会
員
の
協
力
の
も
と
医
療
改
善
に
向
け
た
諸
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
引
き
続
き
、
社
会
保
障
制

度
の
充
実
に
向
け
国
民
的
運
動
へ
と
発
展
さ
せ
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
一
）
医
療
を
取
り
巻
く
情
勢

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
者
数
は
、
２
０
２
１

年
１
月
に
第
３
波
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
同
月
７
日
に
２
回
目
と

な
る
緊
急
事
態
宣
言
を
１
都
３
県
に
発
令
。
さ
ら
に
13
日
に
は

７
府
県
を
加
え
11
都
府
県
が
対
象
と
な
っ
た
。
特
に
首
都
圏
で

は
爆
発
的
な
感
染
拡
大
が
発
生
し
、
重
症
患
者
の
受
け
入
れ
が

一
時
困
難
と
な
り
、
軽
症
者
や
回
復
者
の
療
養
先
の
確
保
な
ど

も
支
障
を
来
し
た
。
こ
れ
を
受
け
政
府
は
、
コ
ロ
ナ
患
者
の
入

院
料
へ
の
加
算
や
施
設
基
準
の
一
部
緩
和
、
回
復
患
者
受
け
入

れ
の
特
例
報
酬
な
ど
支
援
策
を
講
じ
る
も
、
結
果
的
に
後
追
い

的
な
措
置
に
終
始
し
た
。
混
乱
し
た
医
療
現
場
の
状
況
改
善
に

は
、
医
療
者
の
生
の
声
を
速
や
か
に
施
策
に
反
映
さ
せ
る
体
制

の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
受
診
困
難
な
状
況
へ
の
対
策
と
し
て
「
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
」
の
特
例
的
な
緩
和
が
図
ら
れ
た
。
特
に
一
定
の
要
件

を
満
た
せ
ば
初
診
か
ら
も
認
め
ら
れ
「
初
診
は
対
面
診
療
」
の

大
原
則
を
覆
す
取
り
扱
い
に
は
、
安
全
性
等
の
面
か
ら
保
団
連

は
じ
め
医
療
関
係
者
か
ら
は
慎
重
な
意
見
が
上
が
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
政
府
は
コ
ロ
ナ
終
息
後
も
恒
久
化
す
る

方
針
を
示
し
、
経
済
界
も
後
押
し
し
て
い
る
。
昨
年
７
月
に
閣

議
決
定
し
た
「
骨
太
方
針
２
０
２
０
」
に
は
新
た
な
日
常
と
し

て
デ
ジ
タ
ル
化
・
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
推
進
が
盛
り
込
ま
れ
て
お

り
、
今
後
数
年
で
集
中
的
に
改
革
に
取
り
組
む
方
針
が
示
さ
れ

た
。
疾
患
の
見
落
と
し
な
ど
安
全
性
の
み
な
ら
ず
、
診
療
情
報

の
漏
洩
等
の
懸
念
も
あ
る
。
な
に
よ
り
緊
急
避
難
措
置
を
な
し

崩
し
的
に
本
格
導
入
す
る
手
法
を
認
め
る
こ
と
は
、
政
府
の
思

い
の
ま
ま
制
度
設
計
が
可
能
に
な
り
非
常
に
危
険
で
あ
る
。
本

会
は
こ
う
し
た
問
題
点
を
機
関
紙
等
を
通
じ
会
員
に
報
じ
る
と

と
も
に
、
保
団
連
や
全
国
の
保
険
医
協
会
と
連
携
し
、
関
係
機

関
等
へ
の
働
き
掛
け
を
行
っ
て
き
た
。
感
染
収
束
後
は
通
常
の

取
り
扱
い
に
戻
し
た
上
で
慎
重
に
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
在
り
方

を
議
論
す
べ
き
で
あ
る
。

（
二
）
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
本
会
の
調
査
、
支
援
要
請
等
の
取

　
　

り
組
み

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
対
す
る
各
種
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
、
情
報
提
供
、
支
援
要
請
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し

た
。
　
昨
年
７
月
に
３
９
３
病
院
を
対
象
に
し
た
「
医
療
経
営
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
で
は
、
前
年
比
で
減
収
と
な
っ
て
い
る
病
院
が

は
じ
め
に

　
１
９
５
０
年
に
発
足
し
た
本
会
は
、
２
０
２
０
年
度
に
創
立

70
周
年
を
迎
え
た
。発
足
当
時
わ
ず
か
30
名
だ
っ
た
会
員
数
も
、

70
年
の
時
を
経
て
３
３
０
０
名
を
擁
す
る
組
織
へ
と
成
長
を
遂

げ
、「
国
民
の
医
療
を
守
り
、
保
険
医
の
生
活
安
定
を
実
現
す

る
」
と
い
う
理
念
に
基
づ
き
、
各
種
活
動
の
幅
を
広
げ
て
今
日

ま
で
発
展
、
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
も
会
員
諸
氏
の

ご
指
導
、
ご
助
力
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

る
。
残
念
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
予
定
し
て
い
た
記
念
事

業
は
一
部
事
業
の
み
縮
小
し
て
開
催
さ
せ
て
頂
い
た
が
、
今
後

も
引
き
続
き
会
務
へ
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ

た
い
。

　
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
）

は
、
全
世
界
で
猛
威
を
振
る
い
、
日
本
に
お
い
て
も
数
度
に
亘

る
感
染
の
波
に
よ
り
、
国
民
の
健
康
、
生
活
は
脅
か
さ
れ
、
医

療
に
お
い
て
も
受
け
入
れ
病
床
の
逼
迫
、
院
内
ク
ラ
ス
タ
ー
の

頻
発
、
保
健
所
の
機
能
不
全
な
ど
医
療
崩
壊
を
招
き
か
ね
な
い

状
況
が
続
い
て
い
た
。

　
北
海
道
の
鈴
木
知
事
が
11
月
か
ら
開
始
し
た
「
集
中
対
策
期

間
」
は
、
感
染
拡
大
の
防
止
を
図
る
べ
く
延
長
を
重
ね
、
道
民

に
活
動
自
粛
を
要
請
し
た
。
現
在
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
め
ら

れ
、
感
染
拡
大
へ
の
歯
止
め
が
期
待
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
新

規
感
染
者
数
の
動
向
は
安
定
せ
ず
未
だ
終
息
は
見
通
せ
な
い
。

今
後
も
経
済
的
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
中
小
企
業
や
労
働
者
、

受
診
抑
制
に
よ
り
収
入
の
回
復
が
進
ま
な
い
医
療
機
関
な
ど
に

は
、
国
の
主
導
で
手
厚
い
支
援
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　
一
方
、
政
府
は
国
民
が
コ
ロ
ナ
禍
に
喘
ぐ
中
、「
後
期
高
齢

者
２
割
負
担
化
」
法
案
を
閣
議
決
定
し
国
会
に
上
程
し
た
。
さ

ら
に
「
外
来
機
能
報
告
制
度
」
導
入
を
盛
り
込
ん
だ
医
療
法
改

正
案
も
国
会
に
提
出
さ
れ
、
患
者
負
担
、
医
療
提
供
体
制
と
い

っ
た
医
療
制
度
の
根
幹
に
か
か
わ
る
改
革
を
コ
ロ
ナ
禍
の
混
乱

に
乗
じ
強
行
し
よ
う
し
て
い
る
。
今
後
は
廃
案
、
撤
回
に
向
け

た
運
動
が
重
要
で
あ
る
。

　
本
会
は
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
各
種
の
会
員
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
医
療
機
関
の
経
営
実
態
、
衛
生
材
料
の
備
蓄
状

況
等
を
調
査
し
関
係
機
関
へ
支
援
要
請
を
行
う
と
と
も
に
、
国

や
自
治
体
の
実
施
す
る
支
援
事
業
を
機
関
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
を
通
じ
情
報
発
信
し
、
会
員
の
診
療
体
制
の
サ
ポ
ー
ト
に
努

め
た
。
今
後
も
完
全
な
終
息
を
目
指
し
、
関
係
団
体
と
連
携
・

協
力
し
積
極
的
に
活
動
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
。

　
政
府
が
進
め
る
社
会
保
障
の
抑
制
、
医
療
・
介
護
の
改
悪
路
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８
割
超
と
な
り
、
今
後
の
経
営
見
通
し
が
「
厳
し
い
」「
支
援

が
な
け
れ
ば
困
難
」
と
い
っ
た
回
答
が
７
割
を
超
え
、
深
刻
な

経
営
実
態
を
明
ら
か
に
し
メ
デ
ィ
ア
に
も
訴
え
た
。
ま
た
、
１

月
に
は
発
熱
患
者
へ
の
対
応
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
に
つ
い
て

調
査
。
一
般
診
療
所
に
お
け
る
発
熱
外
来
の
設
置
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
の
難
し
さ
や
問
題
点
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
病
院

を
対
象
と
し
た
施
設
基
準
管
理
へ
の
影
響
調
査
や
、
２
月
に
は

国
内
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
開
始
に
あ
た
り
、
接
種
事
業
へ
の

参
加
意
向
等
を
調
査
し
事
業
の
見
通
し
を
示
唆
す
る
結
果
を
得

た
。
　
こ
う
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
も
と
に
、
９
月
に
は
知
事

及
び
道
内
の
自
治
体
に
「
す
べ
て
の
医
科
歯
科
医
療
機
関
に
対

す
る
給
付
金
等
の
財
政
措
置
を
求
め
る
要
請
」
を
実
施
し
、
地

域
医
療
確
保
の
た
め
の
緊
急
措
置
を
求
め
た
。
ま
た
、
12
月
に

は
道
内
選
出
で
「
コ
ロ
ナ
と
闘
う
病
院
を
支
援
す
る
超
党
派
議

員
連
盟
」に
所
属
す
る
池
田
真
紀
衆
議
院
議
員
と
懇
談
を
行
い
、

医
療
現
場
の
窮
状
を
訴
え
、
国
が
主
導
す
る
財
政
支
援
措
置
を

強
く
要
請
し
た
。
会
員
に
対
し
て
は
、
国
や
行
政
機
関
等
の
実

施
す
る
各
種
給
付
金
や
融
資
制
度
の
概
要
を
機
関
紙
や
メ
ー
ル

ニ
ュ
ー
ス
を
通
じ
情
報
提
供
を
行
い
、
申
請
手
続
き
の
円
滑
化

に
寄
与
し
た
。
ま
た
、
患
者
の
受
診
控
え
に
よ
り
疾
患
の
重
症

化
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
北
海
道
新
聞
に
受
診
、
健
診
を

控
え
な
い
よ
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
広
告
を
掲
載
す
る
な
ど
、
患
者
・

道
民
へ
の
啓
発
活
動
に
も
努
め
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
行
政
の
措
置
や
医
療
を
巡
る
環
境
は

刻
々
と
変
化
し
て
い
る
。
会
員
に
迅
速
に
正
確
な
情
報
を
届
け

る
と
い
う
本
会
の
役
割
が
一
層
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。

（
三
）
患
者
負
担
増
の
歯
止
め
と
医
療
費
負
担
軽
減
に
向
け
た

　
　

運
動
の
推
進

「
全
世
代
型
社
会
保
障
」
と
称
し
た
国
民
負
担
増
の
流
れ
が

着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
昨
年
12
月
に
発
表
さ
れ
た
「
社

会
保
障
制
度
改
革
の
方
針
」
で
示
さ
れ
た
、
75
歳
以
上
の
後

期
高
齢
者
の
う
ち
一
定
所
得
以
上
の
患
者
を
２
割
に
引
き
上

げ
る
な
ど
、
一
連
の
患
者
負
担
増
政
策
が
法
案
化
し
今
国
会

に
提
出
さ
れ
た
。
２
割
負
担
化
は
北
海
道
後
期
高
齢
者
広
域

連
合
の
被
保
険
者
の
う
ち
16
万
人
が
該
当
し
、
全
体
の
約
20

％
が
引
き
上
げ
の
対
象
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
医
療
費
負

担
の
倍
増
は
限
ら
れ
た
年
金
で
生
活
す
る
患
者
に
と
っ
て
は

過
酷
な
負
担
と
な
り
家
計
を
圧
迫
す
る
。

　
保
団
連
で
は
「
み
ん
な
で
ス
ト
ッ
プ
！
患
者
負
担
増
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
医
療
・
介
護
の
負
担
増
中
止
を
求
め

る
請
願
署
名
運
動
を
実
施
し
本
会
も
協
力
し
取
り
組
ん
だ
。

請
願
項
目
は
、「
後
期
高
齢
者
の
２
割
負
担
化
」
の
ほ
か
、
改

革
工
程
表
に
示
さ
れ
た
「
市
販
類
似
薬
の
保
険
外
し
」、「
受

診
時
定
額
負
担
の
導
入
」
と
い
っ
た
改
悪
メ
ニ
ュ
ー
へ
の
導

入
反
対
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
署
名
数
は
全
国
で
18
万
筆

を
超
え
、
併
行
し
て
実
施
し
た
「
ク
イ
ズ
ハ
ガ
キ
」
も
全
国

の
保
険
医
協
会
で
取
り
組
ま
れ
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
。

　
本
会
独
自
の
活
動
と
し
て
は
、
２
０
２
０
年
９
月
に
札
幌

市
の
大
通
公
園
で
街
頭
宣
伝
行
動
を
行
い
、「
政
府
が
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
患
者
負
担
増
計
画
」
の
啓
発
チ
ラ
シ
を
配
布

し
、
道
民
に
改
悪
案
の
内
容
と
問
題
点
を
直
接
訴
え
理
解
を

求
め
た
。
歯
科
部
で
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
、「
保
険
で
よ
り

良
い
歯
科
医
療
を
求
め
る
請
願
署
名
」
へ
の
理
解
と
協
力
を

求
め
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
収
入
の
減
少
や
雇
用
不
安
が
増
す
中
、

国
民
の
経
済
負
担
を
さ
ら
に
増
や
す
政
策
は
健
康
や
生
活
に

重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。
必
要
な
医
療
が
費
用
の

心
配
な
く
受
け
ら
れ
る
制
度
の
維
持
、
確
立
を
目
指
し
、
今

後
も
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
四
）
診
療
報
酬
改
定
対
策
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
活
用
し
た
研
修
活
動

　
２
０
２
０
年
度
診
療
報
酬
改
定
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り

北
海
道
厚
生
局
の
集
団
指
導
は
行
わ
れ
ず
、
多
く
の
医
療
機
関

で
情
報
不
足
の
ま
ま
新
点
数
へ
の
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

一
方
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
の
特
例
的
な
報
酬
、

施
設
基
準
の
一
部
緩
和
、
新
規
検
査
点
数
の
保
険
適
用
等
、
矢

継
ぎ
早
に
通
達
が
出
さ
れ
医
療
現
場
で
は
混
乱
を
来
し
た
。
こ

れ
に
対
し
本
会
は
、
速
や
か
に
機
関
紙
、
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
で

情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
電
話
で
の
相
談
、
質
問
に
も
対

応
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
に
は
歯
科
部
主
催
で
北
海
道
医
療
大
学
の
川
上

智
史
教
授
を
招
き
、「
歯
科
施
設
基
準
届
出
に
係
る
研
修
会
」

を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
初
め
て
開
催
し
多
数
の
参
加
を
得
た
。
医
科
で
も

審
査
対
策
部
が
11
月
に
、
千
葉
県
保
険
医
協
会
事
務
局
の
川
井

貴
裕
主
任
を
招
き
、
同
じ
く
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
「
保
険
診
療
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
、
保
険
診
療
の
基
礎
知
識
か
ら
コ
ロ
ナ
関
連

の
特
例
措
置
の
概
要
等
を
説
明
し
た
。
こ
の
よ
う
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を

通
じ
た
事
業
は
、
本
会
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
と
し
て
も
大
変

有
効
で
あ
っ
た
。

　
診
療
報
酬
対
策
等
の
本
会
の
特
長
を
生
か
し
た
活
動
を
新
た

な
形
で
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

（
五
）
医
業
経
営
と
保
険
医
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
取
り
組
み

　
医
業
経
営
と
保
険
医
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
事
業
と
し
て
下
記

の
セ
ミ
ナ
ー
等
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
開
催
し
た
。

　
組
織
部
で
は
恒
例
の
「
開
業
医
の
た
め
の
実
務
セ
ミ
ナ
ー
」

を
２
回
開
催
し
た
。
近
年
、
従
業
員
の
雇
用
・
労
働
等
に
関
す

る
法
令
は
毎
年
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
、
労
務
管
理
の
ト
ラ
ブ
ル

事
例
が
増
え
て
い
る
。
11
月
に
特
定
社
会
保
険
労
務
士
の
田
中

猛
氏
を
招
き
「
コ
ロ
ナ
禍
で
変
わ
る
労
務
管
理
と
助
成
金
・
改

正
労
働
法
か
ら
垣
間
見
え
る
労
働
社
会
の
在
り
方
」
の
テ
ー
マ

で
、
働
き
方
改
革
関
連
法
や
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
判
例
な
ど

を
解
説
。
ま
た
、
３
月
に
は
パ
ワ
ハ
ラ
対
策
と
し
て
、
弁
護
士

の
須
田
布
美
子
氏
を
講
師
に
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
法
の
内
容
を
学
習

し
た
。

ま
た
政
策
部
は
１
月
に
、医
療
機
関
の
継
承
を
テ
ー
マ
に「
持

分
あ
り
か
ら
持
分
な
し
医
療
法
人
へ
の
移
行
」
に
つ
い
て
吉
岡

経
営
セ
ン
タ
ー
の
丸
尾
重
憲
氏
を
招
き
講
演
会
を
開
催
し
、
移

行
の
ポ
イ
ン
ト
、
継
承
の
問
題
点
が
解
説
さ
れ
た
。
さ
ら
に
共

済
部
主
催
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
講
座
で
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
ナ
ー
の
須
藤
臣
氏
に
よ
る
、
年
金
や
相
続
な
ど
老
後
の
生

活
設
計
に
関
す
る
講
演
も
開
催
し
た
。

い
ず
れ
の
講
演
会
も
全
道
各
地
か
ら
多
数
の
参
加
が
得
ら
れ
、

今
後
も
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
の
利
便
性
を
生
か
し
引
き
続
き
企
画
を
工

夫
し
開
催
し
て
い
き
た
い
。

（
六
）
組
織
拡
大
と
財
政
・
共
済
活
動

　
２
０
２
０
年
度
の
会
員
動
向
は
、
医
科
で
は
62
名
の
入
会
が

あ
っ
た
も
の
の
、
会
員
の
高
齢
化
等
に
伴
い
86
名
が
退
会
と
な

り
実
質
24
名
の
会
員
減
と
な
っ
た
。歯
科
で
は
入
会
者
数
43
名
、

退
会
31
名
で
実
質
12
名
の
増
加
と
な
り
、医
科
歯
科
全
体
で
は
、

12
名
の
減
少
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
財
政
面
で
は
、
法
人
資
産
の
保
全
、
管
理
体
制
の
整

備
に
努
め
た
。
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
つ
つ
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
事
業
の
リ
モ
ー
ト
化
に
対
応
す
べ
く
機
器
・
備
品

の
購
入
、
会
議
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
、
必
要
な
体
制
整
備
に
努

め
た
。
一
方
、
財
政
支
出
の
効
率
化
、
事
務
経
費
の
見
直
し
等

も
徹
底
し
、
２
０
２
０
年
度
も
単
年
度
収
支
で
黒
字
決
算
を
達

成
で
き
た
。
安
定
し
た
活
動
推
進
の
た
め
財
政
基
盤
を
さ
ら
に

強
固
に
す
る
よ
う
、
継
続
し
て
効
率
的
な
予
算
の
執
行
に
努
め

た
い
。

　
共
済
制
度
に
つ
い
て
は
、
休
業
保
障
共
済
保
険
、
保
険
医
年

金
、
団
体
定
期
保
険
の
三
大
共
済
制
度
の
安
定
し
た
運
営
に
努

め
た
。

　
ま
た
、
本
会
が
１
０
０
％
出
資
し
２
０
２
０
年
８
月
に
創
業

し
た
「
合
同
会
社
保
険
医
サ
ポ
ー
ト
北
海
道
」
は
損
保
代
理
店

業
務
、
業
務
家
電
の
斡
旋
、
車
の
買
取
仲
介
等
の
事
業
を
展
開

し
、会
員
の
日
常
診
療
の
支
援
の
一
助
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

な
お
、各
部
の
諸
活
動
は
次
頁
以
降
に
掲
載
の
通
り
で
あ
る
。

※

各
部
の
活
動
報
告
は
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
下
さ
い
。

２
０
２
０
年
度
活
動
報
告



款 項

収　入　合　計

目 款 項 目
2020 年度決算額 2020 年度

予算額
予算対比
増　減 執行率

【　2020 年度収入支出決算書　】
2020 年 4月 1日～ 2021 年 3月 31日

単位：円収入の部

北 海 道 保 険 医 新 聞 第953号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）2021年（令和3年）6月5日 （4）

科　　目

1. 会費

2. 協力費

3. 共済運営費

4. 雑収入

5. 前年度繰越金

1. 会費

1. 寄付金

1. 保険医年金

1. 雑収入

1. 前年度繰越金
1. 前年度繰越金

2. 団体定期保険

3. 休業保障制度

4. 融資制度

5. 職団保険制度

1. 保険医年金

1. 団体定期保険

1. 休業保障制度

1. 融資制度

1. 職団保険制度

1. テキスト料
2. 預金利息
3. 雑入

2. 広告料
1. 寄付金

1. 広告料

1. 会費
2. 過年度収入

138,616,000

140,000

24,238,957

6,419,186

832,492,064

1,001,906,207 1,001,906,207 1,001,906,207 984,672,000

832,492,064
832,492,064

6,419,186
2,636,000

100,000 40,000

138,616,000

0

15,199,693

5,749,194

2,885,005

0

405,065
405,065

0

2,885,005

5,749,194

15,199,693

140,000
140,000

0

137,913,000
703,000 500,000 203,000

132,180,000 5,733,000

132,680,000 5,936,000 104.5％
132,680,000 5,936,000 104.5％

104.3％
140.6％
140.0％

50,000 -50,000 0.0％
50,000 -50,000 0.0％
50,000 90,000 280.0％

10,000 -10,000 0.0％
10,000 -10,000 0.0％
300,000 105,065 135.0％
300,000 105,065 135.0％
1,340,000 5,079,186 479.0％
1,340,000 5,079,186 479.0％
1,300,000 1,336,000 202.8％

39,818 10,000 29,818 398.2％
3,743,368 30,000 3,713,368 12477.9％

832,400,000 92,064 100.0％
832,400,000 92,064 100.0％
832,400,000 92,064 100.0％

17,234,207 101.8％

50,000 90,000 280.0％
18,152,000 6,086,957 133.5％
11,840,000 3,359,693 128.4％
11,840,000 3,359,693 128.4％
3,680,000 2,069,194 156.2％
3,680,000 2,069,194 156.2％
2,322,000 563,005 124.2％
2,322,000 563,005 124.2％

款 項 目 款 項 目
2020 年度決算額 2020 年度

予算額
予算対比
増　減 執行率

単位：円支出の部
科　　目

1. 会議費

2. 事業費

1. 会議費

1. 政策部

3. 広報部

6. 諸経費

2. 審査対策部

4. 発送費
5. 調査研究費
6. 諸経費

1. 会議費
2. 出版印刷費
3. 発送費
4. 研修会費
5. 調査研究費
6. 諸経費

1. 会議費
2. 新聞印刷費
3. 発送費
4. 取材費
5. 情報通信費

1. 会議費
2. 時局対策費
3. 印刷費

1. 総会費
2. 理事会費
3. 委員会費
4. 支部長会議費

1,540,342

75,471,560

11,137

8,473,576
1,168,000

525,000 -525,000

1,540,342

9,136,219

-50,957
0

1,128,953
-47,765

309,000
7,796,988

110,225

51,261
0

2,453,706
842,000
1,450,220

0

281,880
1,258,462

0
0

5,049,000 -3,790538
4,014,000 -3,732,120

10,890,000 -9,349,658 14.1％
10,890,000 -9,349,658 14.1％

7.0％
24.9％
0.0％

1,302,000 -1,302,000 0.0％
100,894,000 -25,422,440 74.8％
4,000,000 -1,546,294 61.3％

7,132,000 664,988 109.3％
887,000 241,953 127.3％
1,217,000 -1,264,765 -3.9％
226,000 -276,957 -22.5％
246,000 -246,000 0.0％

10,004,000 -1,530,424 84.7％
1,406,000 -238,000 83.1％

5,599,646 6,144,000 -544,354 91.1％
1,444,129

0
250,664

1,320,000 124,129 109.4％
170,000 -170,000 0.0％
260,000 -9,336 96.4％
704,000 -692,863 1.6％

5. 組織部

6. 諸経費

1. 会議費
2. 組織拡大費
3. 女性部会活動費
4. 出版印刷費
5. 発送費

0

518,562
62,000

3,154,000 -2,635,438 16.4％
324,000 -262,000 19.1％

347,824 1,966,000 -1,618,176 17.7％
0
0

108,738

478,000 -478,000 0.0％
198,000 -198,000 0.0％
184,000 -75,262 59.1％
4,000 -4,000 0.0％

4. 文化厚生部
1. 会議費
2. 文化活動費
3. 研修会費
4. 調査研究費
5. 諸経費

2,041,911 3,298,000 -1,256,089 61.9％

832,626 2,149,000 -1,316,374 38.7％
38,000 94,000 -94,000 0.0％

725,070
0

446,215

582,000 143,070 124.6％
5,000 -5,000 0.0％

468,000 -21,785 95.3％

1,488,000 -646,000 56.6％
1,662,000 -211,780 87.3％
527,000 -527,000 0.0％
220,000 -168,739 23.3％
58,000 -58,000 0.0％
45,000 65,225 244.9％

10,500,000 -1,363,781 87.0％
792,000 -483,000 39.0％

6. 総務部
1. 会議費
2. 弔慰費
3. 厚生費
4. 渉外費
5. 運営費

5,120,915 6,156,000 -1,035,085 83.2％

739,600 978,000 -238,400 75.6％
697,000 831,000 -134,000 83.9％

0
7,250

3,677,065

387,000 -387,000 0.0％
100,000 -92,750 7.3％
3,860,000 -182,935 95.3％



科　目
資産の部

資産合計

Ⅰ 流動資産
現 金

敷 金

Ⅱ 固定資産
特 別 預 金
什 器 備 品

当 座 預 金
普 通 預 金
郵 便 貯 金
立 替 金

875,479,003 負債資本合計 875,479,003

負債合計 35,723,520

正味財産合計 839,755,483

（72,902,655）
0

3,050,901

（802,576,348）
799,525,445

2

8,548
60,285,228
6,460,499

負債の部
Ⅰ 流動負債

未払金

正味財産

預り金

職員退職給与引当金

（35,723,520）

正味財産の部
（839,755,483）

（うち当期正味財産増減額） （7,263,419）

10,023,104
230,416
70,000

20,400,000
1,148,380

拠 出 金 5,000,000

科　目金額欄 金額欄

8. 共済部 

9. 歯科部

3. 委員会費
4. 諸経費

1. 会議費
2. 歯科医政研究費
3. 出版印刷費
4. 発送費
5. 調査研究費
6. 研修会費
7. 諸経費

1. 会議費
2. 共済制度普及活動費

6,094,138

79,750
116,163

4,227,080
479,145

1,121,000
23,000

464,000
371,510

1,446,813
116,000
495,303

2,675,000 -1,228,187 54.1％

1,384,000 -1,361,000 1.7％
4,194,000 33,080 100.8％
603,000 -123,855 79.5％
283,000 -203,250 28.2％
1,079,000 -962,837 10.8％

48,000 130,000 -82,000 36.9％

4. 需要費

6. 光熱水費

1. 会務費
2. 印刷費
3. 通信費
4. 事務消耗品費
5. 備品購入費

407,206

19,814,332
310,152

26,872,000 -7,057,668 73.7％
1,440,000 -1,129,848 21.5％

381,700 2,050,000 -1,668,300 18.6％
1,334,089
1,791,577
1,555,598

2,761,000 -1,426,911 48.3％
2,496,000 -704,423 71.8％
2,000,000 -444,402 77.8％
408,000 -794 99.8％

7. 事務所借用費
8. 公租公課

14,031,360
2,650

14,517,000 -485,640 96.7％
1,200,000 -1,197,350 0.2％

156,000 -40,000 74.4％
655,000 -159,697 75.6％
1,392,000 -928,000 33.3％
472,000 -100,490 78.7％
9,167,000 -3,072,862 66.5％
1,494,000 -373,000 75.0％

10. 支部活動費
1. 支部活動費

10,611,764
10,611,764

14,080,000 -3,468,236 75.4％
14,080,000 -3,468,236 75.4％

1. 人件費
1. 給料

42,093,283
42,093,283

48,233,000 -6,139,717 87.3％
48,233,000 -6,139,717 87.3％

2. 職員福利費
1. 職員保険料

6,704,322
6,526,647

7,239,000 -534,678 92.6％
6,855,000 -328,353 95.2％

2. 職員共済料 89,902 129,000 -39,098 69.7％
3. 福利厚生費 87,773 255,000 -167,227 34.4％

11. 事業対策費
1. 事業調査費

685,992
0

1,830,000 -1,144,008 37.5％
1,061,000 -1,061,000 0.0％

2. 資料購入費 685,992 769,000 -83,008 89.2％
12. 保団連関係費

1. 保団連費
27,966,024

28,022,124
34,529,000 -6,562,976 81.0％
28,646,000 -623,876 97.8％

2. 中央連絡費 -56,100 5,883,000 -5,939,100 -1.0％

6. 顧問指導料
1. 税務指導費

1,809,000
880,000

2,312,000 -503,000 78.2％
1,102,000 -222,000 79.9％

2. 法律指導費 929,000 1,210,000 -281,000 76.8％

収入合計
1,001,906,207 -

支出合計
162,150,724

=
次年度繰越正味財産
839,755,483

（うち当期正味財産増減額）
7,263,419

（5）第953号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可） 2021年（令和3年）6月5日北 海 道 保 険 医 新 聞

3. 事務局交通費
1. 交通費

18,490
18,490

132,000 -113,510 14.0％
132,000 -113,510 14.0％

5. 雑費
1. 雑費

1,459,395
1,459,395

2,587,000 -1,127,605 56.4％
2,587,000 -1,127,605 56.4％

3. 事 務 費 71,898,822 87,375,000 -15,476,178 82.3％

1. 予備費
1. 予備費

12,513,000 0 0.0％
12,513,000 0 0.0％

4. 予備費 12,513,000 0 0.0％

1. 共済事業拡充
    実行準備基金 1.共済事業拡充実行準備基金

-5,000,000
-5,000,000

0 0.0％
0 0.0％

2.70 周年記念事業
   準備基金 1.70 周年記念事業準備基金

-3,000,000
-3,000,000

0 0.0％
0 0.0％

3. 退職金
　 準備引当金 1. 退職金準備金

12,000,000
12,000,000

0 0.0％
0 0.0％

4. 損害保険
    拠出金引当金 1.損害保険拠出金引当金

5,000,000
5,000,000

0 0.0％
0 0.0％

6. 引当金 9,000,000 0 0.0％

1. 退職金
1. 退職金

4,170,000
4,170,000

47,000,000 -42,830,000 8.9％
47,000,000 -42,830,000 8.9％

5. 特別支出 4,170,000 47,000,000 -42,830,000 8.9％

1. 法人税住民税等
1. 法人税住民税等

70,000
70,000

0 0.0％
0 0.0％

7. 法人税
　住民税等

70,000 0 0.0％

162,150,724 162,150,724 162,150,724 977,242,000 -815,091,276 16.6％支出合計

7. 財政部
1. 会議費
2. 業務費
3. 諸経費

921,940 1,501,000 -579,060 61.4％

319,000 319,000 0 100.0％
25,000 75,000 -50,000 33.3％

577,940 1,107,000 -529,060 52.2％

【　貸借対照表　】
2021 年 3月 31日 単位：円

未払法人税等

5,000,000傷害保険拠出金引当金
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一
．
医
療
・
社
会
保
障
を
巡
る
情
勢

（
一
）
地
域
医
療
構
想
の
狙
い
と
影
響

政
府
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
を
踏
ま
え
、

有
事
に
必
要
な
対
策
が
機
動
的
に
講
じ
ら
れ
る
よ
う
医
療
計
画

に
新
興
感
染
症
等
へ
の
対
応
を
位
置
づ
け
る
方
針
を
決
定
し
た
。

「
５
事
業
」
か
ら
「
６
事
業
」
と
し
、
２
０
２
４
年
度
の
第
８

次
医
療
計
画
か
ら
反
映
さ
せ
る
。
新
た
な
計
画
に
は
感
染
症
指

定
医
療
機
関
の
設
置
や
病
床
の
整
備
等
が
求
め
ら
れ
る
。
首
都

圏
を
中
心
に
感
染
患
者
の
病
床
確
保
に
困
難
を
来
し
た
事
例
が

見
ら
れ
た
こ
と
へ
の
対
策
で
あ
る
。
一
方
で
、
地
域
医
療
構
想

に
向
け
た
公
立
・
公
的
病
院
の
統
合
再
編
方
針
も
継
続
す
る
考

え
が
改
め
て
示
さ
れ
た
。
８
月
に
公
表
さ
れ
た
２
回
目
の
重
点

支
援
区
域
に
は
、
本
道
の
南
空
知
区
域
、
南
檜
山
区
域
を
含
む

６
道
県
の
７
区
域
が
選
定
さ
れ
て
い
る
。
指
定
感
染
症
の
診
療

を
行
う
上
で
、
公
立
・
公
的
病
院
の
役
割
は
重
要
で
、
今
後
の

再
拡
大
や
新
た
な
感
染
症
の
出
現
を
想
定
す
る
と
安
易
な
縮
小

再
編
は
行
う
べ
き
で
は
な
い
。
基
幹
的
な
医
療
機
関
に
機
能
を

集
中
し
て
も
、
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
す
れ
ば
忽
ち
機
能
不
全
と

な
る
。
こ
う
し
た
コ
ロ
ナ
禍
で
の
教
訓
を
生
か
し
、
医
療
提
供

体
制
の
リ
ス
ク
分
散
の
面
か
ら
も
再
編
統
合
計
画
に
は
中
止
を

求
め
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
地
域
医
療
構
想
の
外
来
版
と
し
て
、
外
来
機
能
報
告
制

度
も
導
入
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
外
来
医
療
の
機
能
分
化
を
進

め
る
た
め
、「
医
療
資
源
を
重
点
的
に
活
用
す
る
外
来
」
を
位

置
づ
け
、
当
該
領
域
の
外
来
を
地
域
で
基
幹
的
に
担
う
病
院
を

明
確
化
す
る
方
針
で
あ
る
。
導
入
に
あ
た
り
、
外
来
機
能
を
報

告
す
る
仕
組
み
が
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
患
者
に
と
っ
て
分
か

り
や
す
い
制
度
と
な
る
か
疑
問
も
多
い
。
ま
た
、
受
診
に
際
し

選
定
療
養
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
負
担
増
や
フ
リ
ー

ア
ク
セ
ス
の
阻
害
に
も
繋
が
る
。専
門
外
来
を
受
診
す
る
際
に
、

か
か
り
つ
け
医
の
紹
介
が
要
件
と
さ
れ
れ
ば
患
者
の
受
診
回
数

の
増
加
、
ひ
い
て
は
医
療
費
負
担
増
を
招
く
こ
と
に
繋
が
る
。

「
機
能
分
化
」
と
い
う
建
前
で
「
受
診
抑
制
」
を
招
か
ぬ
よ
う

制
度
の
運
用
に
注
目
し
た
い
。

（
二
）
診
療
報
酬
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

　
２
０
２
０
年
の
診
療
報
酬
改
定
で
は
、
本
体
部
分
が
わ
ず
か

０
・
55
％
の
引
き
上
げ
で
、
薬
価
を
含
め
る
と
マ
イ
ナ
ス
改
定

と
な
っ
て
い
る
。
引
き
上
げ
分
の
多
く
は
、
救
急
医
療
へ
の
評

価
等
、
勤
務
医
の
働
き
方
改
革
へ
の
特
例
的
な
対
応
に
充
当
さ

は
じ
め
に

　
２
０
２
０
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
明

け
暮
れ
た
年
と
な
っ
た
。
本
道
で
も
昨
秋
か
ら
の
第
３
波
で
は

感
染
者
数
が
急
増
し
、
療
養
先
の
確
保
な
ど
医
療
提
供
体
制
も

厳
し
い
対
応
を
迫
ら
れ
た
。
現
在
、
新
規
感
染
者
数
の
動
向
が

未
だ
安
定
し
な
い
中
、
早
期
の
完
全
な
終
息
を
目
指
し
、
医
療

提
供
体
制
の
整
備
、
ワ
ク
チ
ン
事
業
へ
の
協
力
・
推
進
等
を
積

極
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
一
方
、
受
診
控
え
に
よ
る

外
来
患
者
の
減
少
に
よ
り
、
閉
院
、
診
療
規
模
の
縮
小
等
を
検

討
す
る
医
療
機
関
も
少
な
く
な
く
、
患
者
が
受
診
の
場
を
失
え

ば
地
域
医
療
の
崩
壊
が
現
実
化
す
る
。
医
療
機
関
へ
の
経
済
的

支
援
も
引
き
続
き
要
請
し
て
い
き
た
い
。
医
療
機
関
へ
の
支
援

は
国
民
生
活
を
守
る
こ
と
に
直
結
す
る
こ
と
を
、
国
や
関
係
機

関
に
強
く
訴
え
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

さ
て
、
菅
首
相
は
就
任
会
見
で
自
ら
の
政
治
理
念
と
し
て

「
自
助
、
共
助
、
公
助
」
の
考
え
方
を
示
し
「
自
分
の
出
来
る

こ
と
は
ま
ず
自
分
で
」
と
国
民
に
訴
え
た
。
そ
の
政
治
姿
勢
を

具
現
化
す
る
よ
う
に
、
今
通
常
国
会
に
「
後
期
高
齢
者
２
割
負

担
化
」
を
含
む
医
療
制
度
改
革
関
連
法
を
提
出
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
も
「
新
経
済
・
財
政
再
生
計
画
」
の
改
革
工
程
表

に
基
づ
く
患
者
負
担
増
政
策
を
貫
く
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
不
況
と
相
ま
っ
て
、
国
民
の
貧
困
と
経
済

格
差
は
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
る
。「
後
期
高
齢
者
２
割
負
担
」

を
早
期
に
撤
回
さ
せ
、
必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
多
く
の
国
民
が
恐

怖
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
。
国
民
の
生
命
、
地
域
医
療
を
守
る
立

場
か
ら
、
医
療
現
場
の
声
を
伝
え
国
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ

と
も
本
会
の
重
要
な
役
割
の
一
つ
と
考
え
る
。
今
年
度
も
医
療

機
関
へ
の
支
援
と
国
民
生
活
の
保
障
の
２
本
柱
を
コ
ロ
ナ
対
策

の
中
心
に
据
え
引
き
続
き
活
動
し
て
い
き
た
い
。

　
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
会
は
活
動
理
念
で
あ
る
「
国
民

の
健
康
を
守
る
た
め
保
険
医
療
の
改
善
を
期
し
、
併
せ
て
保
険

医
の
生
活
安
定
」
を
実
現
す
る
べ
く
、
２
０
２
１
年
度
も
社
会

保
障
の
充
実
、
改
善
に
向
け
積
極
的
に
活
動
し
て
い
く
。

れ
て
お
り
、
医
科
に
つ
い
て
は
初
・
再
診
料
、
入
院
基
本
料
等

の
基
本
診
療
料
は
据
え
置
か
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に

続
い
て
き
た
マ
イ
ナ
ス
改
定
の
ダ
メ
ー
ジ
を
回
復
す
る
に
は
到

底
至
ら
ず
、
一
般
の
診
療
所
、
中
小
病
院
の
経
営
悪
化
は
依
然

改
善
さ
れ
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
患
者
の
受
診
抑
制
に
よ
り

収
入
が
減
る
一
方
、
感
染
防
止
対
策
、
雇
用
対
策
等
の
経
費
負

担
が
重
く
圧
し
掛
か
り
経
営
悪
化
に
拍
車
を
掛
け
て
い
る
。
国

民
に
良
質
な
医
療
を
提
供
し
、
医
療
機
関
の
経
営
安
定
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
医
療
費
財
源
を
充
分
に
確
保
し
た
診
療
報
酬
体
系

の
確
立
を
求
め
て
い
き
た
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、
政
府
は
補

助
金
交
付
等
の
支
援
対
策
を
実
施
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
完

全
な
終
息
が
見
え
な
い
中
、
今
後
、
新
た
な
感
染
の
波
が
到
来

す
る
こ
と
等
を
考
慮
す
る
と
、
恒
常
的
な
院
内
感
染
防
止
対
策

が
求
め
ら
れ
る
。医
療
機
関
の
基
礎
的
経
費
に
充
て
ら
れ
る
初・

再
診
料
や
入
院
料
等
の
基
本
診
療
料
の
大
幅
な
引
き
上
げ
が
必

要
と
さ
れ
る
。
特
に
歯
科
で
は
唾
液
の
飛
散
な
ど
一
見
リ
ス
ク

の
高
い
と
思
わ
れ
る
医
療
現
場
に
も
関
わ
ら
ず
、
院
内
で
の
感

染
事
例
が
殆
ど
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
日
頃
か
ら
高
い
レ
ベ
ル

で
の
感
染
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
証
左
と
い
え
る
。

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
た
小
児
診
療
へ

の
特
例
加
算
で
は
医
科
よ
り
も
低
い
点
数
が
設
定
さ
れ
た
。
感

染
防
止
対
策
の
評
価
で
あ
れ
ば
医
科
歯
科
格
差
は
不
合
理
で
、

目
的
に
見
合
っ
た
報
酬
が
設
定
さ
れ
る
よ
う
今
後
改
善
を
求
め

て
い
き
た
い
。

　
入
院
関
連
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
患
者
の
受
け
入
れ
病
床
の

確
保
、
看
護
職
員
等
の
人
員
配
置
で
混
乱
が
見
ら
れ
た
。
施
設

基
準
の
一
部
で
緩
和
の
特
例
措
置
が
と
ら
れ
た
が
、
本
会
の
調

査
で
も
入
退
院
調
整
等
に
支
障
が
生
じ
、
施
設
基
準
の
届
出
の

取
り
下
げ
を
心
配
す
る
病
院
が
多
い
こ
と
も
分
か
っ
た
。
厳
格

過
ぎ
る
施
設
基
準
は
必
要
な
医
療
の
提
供
を
阻
害
す
る
こ
と
に

な
る
。
必
要
最
小
限
の
基
準
に
止
め
各
医
療
機
関
の
状
況
に
応

じ
、
一
定
範
囲
の
裁
量
で
運
用
可
能
な
規
定
に
改
め
る
よ
う
要

求
し
た
い
。

　
医
薬
品
、
医
療
材
料
の
高
価
格
が
医
療
費
財
政
を
圧
迫
し
て

い
る
。
保
団
連
の
調
査
で
は
日
本
の
薬
価
に
つ
い
て
、
汎
用
医

薬
品
で
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
先
進
諸
国
と
比
べ
１
・
５
〜
２
・
３
倍
と

な
る
な
ど
突
出
し
て
い
る
と
の
結
果
が
得
ら
れ
た
。
特
に
近
年

は
遺
伝
子
治
療
薬
等
の
超
高
薬
価
医
薬
品
の
保
険
収
載
も
続
い

て
お
り
、
医
療
費
財
政
へ
の
負
担
を
増
し
て
い
る
。
新
薬
の
価

格
を
引
き
上
げ
る
新
薬
創
出
等
加
算
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、

適
正
価
格
に
設
定
す
る
透
明
性
を
持
っ
た
仕
組
み
を
導
入
し
、

適
切
な
保
険
収
載
を
維
持
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
高
薬
価

薬
の
保
険
収
載
と
引
き
換
え
に
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
の
保
険
外
し
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
患
者
負
担
増
を
招
き
、

経
済
格
差
が
健
康
格
差
に
も
繋
が
る
。
患
者
・
国
民
の
生
活
が

守
ら
れ
る
医
療
保
険
の
充
実
と
、
そ
の
基
盤
づ
く
り
と
な
る
診

療
報
酬
の
改
善
を
目
指
し
活
動
し
て
い
く
。

（
三
）
早
期
改
善
が
求
め
ら
れ
る
歯
科
医
療
問
題

金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
の
価
格
高
騰
は
依
然
と
し
て
歯
科

医
院
経
営
に
打
撃
を
与
え
て
い
る
。
市
場
価
格
と
材
料
の
告

示
価
格
が
乖
離
す
る
「
逆
ザ
ヤ
」
現
象
が
起
こ
っ
て
お
り
、

保
団
連
で
は
昨
年
か
ら
「
逆
ザ
ヤ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
」
を
開

設
し
て
、
全
国
の
会
員
に
取
引
価
格
の
実
態
を
探
る
調
査
を

開
始
し
た
。
政
府
も
逆
ザ
ヤ
対
応
と
し
て
３
カ
月
ご
と
に
15

％
を
超
え
る
価
格
変
動
が
あ
る
場
合
に
改
定
を
行
う
「
随
時

改
定
Ⅱ
」
を
新
設
し
、
昨
年
７
月
の
改
定
で
一
時
解
消
さ
れ

た
も
の
の
、
直
ぐ
に
乖
離
が
生
じ
、
解
消
策
と
し
て
全
く
機

能
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
材
料
の
取
引
価

格
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
反
映
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
へ
の
改
編
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
厚
労
省
や
国
会
、
議
員
要
請
等
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
投
機
的
な
価
格
変
動
リ
ス
ク
が

生
じ
な
い
、
メ
タ
ル
フ
リ
ー
材
料
の
保
険
導
入
も
強
く
要
請

し
て
い
く
。

　
歯
科
技
工
士
の
確
保
問
題
へ
の
対
応
も
引
き
続
き
活
動
を

進
め
る
。
歯
科
技
工
士
の
志
望
者
数
が
減
少
し
高
齢
化
が
進

む
一
方
、
超
高
齢
社
会
の
進
展
に
伴
い
歯
科
技
工
物
の
需
要

の
増
加
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
厚
労
省
か
ら
発
表
さ
れ

た
「
歯
科
技
工
士
の
養
成
・
確
保
に
関
す
る
検
討
会
」
報
告

書
で
は
、
志
望
者
の
減
少
や
離
職
者
増
加
の
要
因
と
し
て

「
長
時
間
労
働
」
や
「
収
入
へ
の
不
安
」
が
関
係
し
て
い
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
歯
科
医
療
に
影
響
を
及
ぼ

す
根
幹
的
な
問
題
で
あ
り
、
歯
科
医
療
機
関
と
の
正
当
な
契

約
締
結
に
よ
る
適
正
な
委
託
技
工
料
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
関

係
機
関
等
へ
の
働
き
掛
け
を
行
う
。

　
保
団
連
が
進
め
る
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
」
を
求

め
る
請
願
運
動
は
、
２
０
２
１
年
度
も
４
月
か
ら
開
始
さ
れ

て
い
る
。
本
会
も
全
国
の
保
険
医
協
会
と
連
携
し
て
取
り
組

み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
受
診
を
た
め
ら
っ
て

い
る
患
者
に
対
し
、
歯
科
治
療
が
感
染
症
予
防
に
効
果
的
で

あ
る
こ
と
を
訴
え
、
安
心
し
て
歯
科
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
啓
発
活
動
も
引
き
続
き
進
め
て
い
く
。

ニ
．
活
動
方
針
の
具
体
化

（
一
）
医
療
制
度
改
善
に
向
け
た
運
動

　
２
０
２
１
年
度
も
公
的
給
付
の
削
減
、
患
者
負
担
増
を
狙
う

数
々
の
改
悪
メ
ニ
ュ
ー
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。
本
会
は
地
域
医

療
を
担
う
第
一
線
の
立
場
か
ら
、「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

だ
れ
で
も
」
が
安
心
し
て
保
険
証
一
枚
で
受
診
で
き
る
医
療
を

目
指
し
て
引
き
続
き
諸
活
動
を
進
め
て
い
く
。

　
今
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
た
、「
後
期
高
齢
者
の
窓
口
負
担

原
則
２
割
へ
の
引
き
上
げ
」
に
対
し
早
期
の
撤
回
を
求
め
て
運

動
す
る
。
本
道
選
出
国
会
議
員
へ
の
働
き
掛
け
や
市
町
村
議
会

へ
の
要
請
運
動
、
さ
ら
に
は
街
頭
宣
伝
行
動
な
ど
積
極
的
に
運

動
を
展
開
し
、
関
係
機
関
や
患
者
、
道
民
へ
理
解
を
求
め
協
力

を
訴
え
て
い
き
た
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
に
対
す
る
支
援
強
化
も
求
め
て

い
く
。
患
者
の
受
診
控
え
に
よ
り
医
療
機
関
の
収
入
減
の
影
響

は
未
だ
解
消
さ
れ
て
お
ら
ず
、
特
に
小
児
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
等

の
診
療
科
で
は
深
刻
で
あ
る
。
今
後
、
感
染
終
息
ま
で
の
道
の

り
を
考
え
る
と
、
こ
の
間
に
実
施
さ
れ
た
「
医
療
従
事
者
へ
の

慰
労
金
」、「
感
染
防
止
対
策
の
支
援
金
」
等
の
単
発
的
な
措
置

で
は
、
今
後
の
医
療
機
関
の
経
営
を
維
持
す
る
に
は
不
十
分
で

あ
る
。
継
続
的
な
事
業
と
位
置
づ
け
、
利
用
し
や
す
い
制
度
へ

と
見
直
し
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
実
施
が
進
ん

で
い
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
つ
い
て
も
、
一
般
開
業
医
の
参

加
協
力
に
あ
た
っ
て
は
必
要
な
体
制
整
備
と
経
済
的
保
障
を
求

め
て
い
き
た
い
。

　
子
ど
も
の
生
命
、
健
康
を
守
る
立
場
か
ら
、
長
期
間
に
わ
た

り
中
止
さ
れ
て
い
る「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
積
極
的
勧
奨
」

の
再
開
を
求
め
る
と
と
も
に
、
積
極
的
勧
奨
が
中
止
さ
れ
た
期

間
内
に
対
象
年
齢
を
経
過
し
た
子
ど
も
た
ち
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
ア

ッ
プ
接
種
も
併
せ
て
訴
え
た
い
。
ま
た
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク

チ
ン
の
定
期
接
種
化
も
引
き
続
き
働
き
掛
け
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
要
求
運
動
を
展
開
す
る
上
で
、
重
要
な

の
は
患
者
・
道
民
の
理
解
と
協
力
、
加
え
て
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に

対
す
る
積
極
的
な
情
報
発
信
で
あ
る
。
本
会
で
は
こ
れ
ま
で
実

施
し
て
き
た
、
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
街
頭
宣
伝
活
動
、
歯
科
市

民
集
会
等
を
引
き
続
き
開
催
し
、
医
療
・
介
護
を
巡
る
問
題
に

つ
い
て
広
く
提
起
し
意
見
交
流
す
る
場
を
積
極
的
に
設
け
て
い

く
。

２
０
２
１
年
度
活
動
方
針
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各
部
の
活
動
方
針
は
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
下
さ
い
。

款 項

収　入　合　計

目 款 項 目
2021 年度予算額 2020 年度

予算額
予算対比
増　減

前年度
予算比

【　2021 年度収入支出予算書　】
2021 年 4月 1日～ 2022 年 3月 31日

単位：千円収入の部
科　　目

1. 会費

2. 協力費

3. 共済運営費

4. 雑収入

5. 前年度繰越金

1. 会費

1. 寄付金

1. 保険医年金

1. 雑収入

1. 前年度繰越金
1. 前年度繰越金

2. 団体定期保険

3. 休業保障制度

4. 融資制度

5. 職団保険制度

1. 保険医年金

1. 団体定期保険

1. 休業保障制度

1. 融資制度

1. 職団保険制度

1. テキスト料
2. 預金利息
3. 雑入

2. 広告料
1. 寄付金

1. 広告料

1. 会費
2. 過年度収入

131,000

100

18,122

860

839,760

989,842 989,842 981,247

839,760
839,760

860
820

100 0

131,000

50

12,000

3,500

2,322

0

300
300

0

2,322

3,500

12,000

50
50

50

130,500
500 500 0

132,180 -1,680

132,680 -1,680 98.7％
132,680 -1,680 98.7％

98.7％
100.0％
100.0％

50 0 100.0％
50 0 100.0％
50 0 100.0％

10 -10 0.0％
10 -10 0.0％
300 0 100.0％
300 0 100.0％
1,340 -480 64.2％
1,340 -480 64.2％
1,300 -480 63.1％

10 10 0 100.0％
30 30 0 100.0％

828,975 10,785 101.3％
828,975 10,785 101.3％
828,975 10,785 101.3％

8,595 100.9％

50 0 100.0％
18,152 -30 99.8％
11,840 160 101.4％
11,840 160 101.4％
3,680 -180 95.1％
3,680 -180 95.1％
2,322 0 100.0％
2,322 0 100.0％

款 項 目 款 項 目
2021 年度予算額 2020 年度

予算額
予算対比
増　減

前年度
予算比

単位：千円支出の部
科　　目

1. 会 議 費

2. 事 業 費

1. 会議費

1. 政策部

4. 発送費
5. 調査研究費
6. 諸経費

1. 会議費
2. 時局対策費
3. 印刷費

1. 総会費
2. 理事会費
3. 委員会費
4. 支部長会議費

10,935

91,150

525 6

10,935

45

220
58

4,000
1,488
1,662
527

4,014
5,112
531
1,278

5,049 63
4,014 0

10,890 45 100.4％
10,890 45 100.4％

100.0％
101.2％
101.1％

1,302 -24 98.2％
100,894 -9,744 90.3％
4,000 0 100.0％
1,488 0 100.0％
1,662 0 100.0％
527 0 100.0％
220 0 100.0％
58 0 100.0％
45 0 100.0％

　
ま
た
、
日
々
変
化
す
る
医
療
情
勢
・
政
治
情
勢
に
つ
い
て
、

迅
速
、
適
確
に
会
員
に
情
報
提
供
で
き
る
よ
う
北
海
道
保
険
医

新
聞
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
た
広

報
活
動
を
一
層
充
実
さ
せ
る
。

（
二
）
医
業
経
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
諸
活
動

　
医
療
機
関
に
対
す
る
個
別
指
導
、
適
時
調
査
の
実
施
件
数
も

増
加
傾
向
に
あ
り
、
再
指
導
や
報
酬
の
返
還
を
求
め
ら
れ
る
ケ

ー
ス
も
多
数
に
上
っ
て
い
る
。
会
員
か
ら
の
質
問
、
相
談
に
対

し
、
個
別
指
導
等
で
の
指
摘
事
項
、
診
療
録
の
記
載
上
の
注
意

点
、
施
設
基
準
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
等
を
説
明
す
る
な
ど
、
行
政

調
査
へ
の
対
策
等
に
つ
い
て
も
懇
切
丁
寧
に
相
談
に
応
じ
る
。

併
せ
て
、
日
々
の
窓
口
業
務
で
の
疑
問
点
、
保
険
診
療
上
の
疑

義
や
相
談
等
、日
常
診
療
の
サ
ポ
ー
ト
活
動
に
も
努
め
て
い
く
。

　
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
法
改
正
、
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応

等
、
職
員
の
処
遇
改
善
や
規
程
の
整
備
等
、
労
務
管
理
上
の
対

応
が
迫
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
各
医
療
機
関
で
は
看
護
師
等
の

人
材
不
足
も
恒
常
化
し
て
お
り
、
医
療
従
事
者
の
確
保
、
業
務

能
力
の
向
上
を
図
る
上
で
、
労
働
環
境
の
整
備
・
改
善
は
急
務

と
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
労
務
管
理
や
人
材
育
成
、
税
制
改
正
に
よ
る
課

税
対
策
な
ど
は
、
事
業
主
た
る
開
業
医
を
煩
わ
せ
て
お
り
、
医

療
経
営
に
資
す
る
情
報
の
収
集
や
知
識
の
修
得
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
。本
会
で
は
会
員
の
日
常
業
務
を
サ
ポ
ー
ト
す
べ
く
、今

年
度
も
各
種
の「
経
営
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」「
歯
科
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ

ナ
ー
」「
接
遇
電
話
対
応
マ
ナ
ー
講
座
」等
の
日
常
業
務
に
役
立

つ
各
種
研
修
会
を
開
催
形
式
を
工
夫
し
企
画
し
て
い
き
た
い
。

（
三
）
組
織
拡
大
と
共
済
制
度
の
普
及

　
会
員
の
高
齢
化
に
伴
い
退
会
者
数
は
増
加
傾
向
が
続
い
て
い

る
が
、
会
員
の
メ
リ
ッ
ト
を
よ
り
高
め
魅
力
あ
る
組
織
と
し
、

実
質
増
員
と
な
る
よ
う
今
年
度
も
組
織
拡
大
対
策
に
積
極
的
に

取
り
組
み
た
い
。
特
に
、
勤
務
会
員
に
も
会
員
メ
リ
ッ
ト
を
広

げ
、
研
修
医
な
ど
若
い
医
師
、
歯
科
医
師
層
を
対
象
に
し
た
各

種
サ
ー
ビ
ス
も
検
討
し
て
い
く
。

　
共
済
制
度
の
普
及
で
は
、
休
業
保
障
共
済
保
険
、
保
険
医
年

金
、団
体
定
期
保
険
の
三
大
共
済
制
度
の
加
入
拡
大
に
努
め
る
。

団
体
契
約
が
持
つ
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
ア
ピ
ー
ル
し
、

取
扱
い
生
命
保
険
会
社
と
も
連
携
強
化
し
て
、
普
及
拡
大
を
図

り
組
織
対
策
に
も
繋
げ
た
い
。

　
さ
ら
に
、会
員
サ
ー
ビ
ス
、会
員
メ
リ
ッ
ト
の
向
上
の
た
め
、

こ
れ
ま
で
の
三
大
共
済
制
度
に
加
え
て
、
昨
年
度
か
ら
は
本
会

の
福
利
厚
生
と
収
益
事
業
を
担
う
「
合
同
会
社
保
険
医
サ
ポ
ー

ト
北
海
道
」
を
設
立
し
業
務
を
開
始
し
て
い
る
。
同
社
と
連
携

し
損
保
商
品
販
売
事
業
の
ほ
か
会
員
の
日
常
診
療
の
サ
ポ
ー
ト

に
関
す
る
諸
事
業
、
福
利
厚
生
事
業
等
も
充
実
さ
せ
て
い
く
。

　
そ
の
他
、
会
員
及
び
従
業
員
等
の
親
睦
を
目
的
と
し
た
、
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
、
親
子
一
泊
キ
ャ
ン
プ
旅
行
、
バ
ス
ツ
ア
ー
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
行
事
等
は
毎
年
好
評
を

博
し
て
い
る
が
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状

況
を
考
慮
し
な
が
ら
実
施
の
是
非
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
四
）
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
等
の
各
種
関
係
団
体
と
の
連
携

　
医
療
制
度
改
善
に
向
け
た
本
会
活
動
へ
の
理
解
と
連
携
を
目

的
に
、
こ
れ
ま
で
も
北
海
道
医
師
会
、
北
海
道
歯
科
医
師
会
、

札
幌
市
医
師
会
、
札
幌
歯
科
医
師
会
な
ど
各
種
関
係
団
体
と
定

期
的
に
懇
談
等
を
通
じ
意
見
交
換
を
行
っ
て
き
た
。
今
年
度
も

道
民
の
健
康
増
進
、
地
域
医
療
の
向
上
を
図
る
べ
く
積
極
的
に

各
団
体
と
の
連
携
、
交
流
を
図
り
た
い
。

（
五
）
会
務
執
行
体
制
の
強
化
と
健
全
財
政
の
維
持

　
法
人
機
構
の
整
備
、
管
理
に
努
め
、
組
織
体
制
を
強
化
し
管

理
機
能
の
充
実
を
図
る
。
ま
た
、
本
会
の
特
徴
で
あ
る
医
科
歯

科
一
体
の
活
動
を
効
果
的
に
展
開
す
る
べ
く
、各
部
間
の
連
携・

調
整
の
円
滑
化
に
努
め
、医
科
歯
科
一
体
の
事
業
活
動
を
企
画・

開
催
す
る
。

　
組
織
内
外
の
活
動
を
よ
り
活
発
化
す
る
と
と
も
に
、
均
衡
の

と
れ
た
予
算
編
成
と
健
全
な
財
政
運
営
に
務
め
る
。
会
員
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
り
つ
つ
、
単
年
度
黒
字
決
算
が
維
持
で

き
る
よ
う
、
引
き
続
き
財
政
支
出
の
効
率
化
を
一
層
進
め
、
安

定
的
な
組
織
運
営
を
図
っ
て
い
く
。

三
．
選
挙
に
対
す
る
態
度

　
我
が
国
の
医
療
・
介
護
等
の
社
会
保
障
制
度
の
後
退
が
危
惧

さ
れ
る
中
、
国
民
一
人
ひ
と
り
の
選
挙
に
対
す
る
責
任
は
極
め

て
重
い
。
本
会
と
し
て
は
引
き
続
き
、
会
員
の
思
想
、
信
条
、

政
治
的
自
由
を
尊
重
し
、
こ
れ
を
守
る
態
度
を
堅
持
し
、
特
定

の
政
党
、
個
人
の
支
持
・
不
支
持
は
行
わ
な
い
。

　
な
お
、各
部
の
活
動
方
針
は
次
頁
以
降
に
掲
載
の
通
り
で
あ
る
。



3. 広報部

6. 諸経費

2. 審査対策部
1. 会議費
2. 出版印刷費
3. 発送費
4. 研修会費
5. 調査研究費
6. 諸経費

1. 会議費
2. 新聞印刷費
3. 発送費
4. 取材費
5. 情報通信費

684

9,998
1,626

4,700

110
110

248
1,423

720
2,089 7,132 -5,043 29.3％

887 -639 28.0％
1,217 206 116.9％
226 -116 48.7％
246 -136 44.7％

10,004 -6 99.9％
1,406 220 115.6％

5,938 6,144 -206 96.6％
1,320
170
260

1,320 0 100.0％
170 0 100.0％
260 0 100.0％
704 -20 97.2％

10,500 -5,800 44.8％
792 -72 90.9％

5. 組織部

6. 諸経費

1. 会議費
2. 組織拡大費
3. 女性部会活動費
4. 出版印刷費
5. 発送費

4

4,203
324

3,154 1,049 133.3％
324 0 100.0％

2,100 1,966 134 106.8％
478
1,058
239

478 0 100.0％
198 860 534.3％
184 55 129.9％
4 0 100.0％

4. 文化厚生部
1. 会議費
2. 文化活動費
3. 研修会費
4. 調査研究費
5. 諸経費

3,203 3,298 -95 97.1％

2,039 2,149 -110 94.9％
94 94 0 100.0％

582
5

483

582 0 100.0％
5 0 100.0％

468 15 103.2％

8. 共済部 

9. 歯科部

3. 委員会費
4. 諸経費

1. 会議費
2. 歯科医政研究費
3. 出版印刷費
4. 発送費
5. 調査研究費
6. 研修会費
7. 諸経費

1. 会議費
2. 共済制度普及活動費

6,861

111
2,277

954
441

1,434
1,550

1,350
525

2,704
156
673

2,675 29 101.1％

1,384 166 112.0％
4,194 -3,240 22.7％
603 -162 73.1％
283 -172 39.2％
1,079 1,198 211.0％

94 130 -36 72.3％

4. 需要費

6. 光熱水費

1. 会務費
2. 印刷費
3. 通信費
4. 事務消耗品費
5. 備品購入費

408

28,072
1,440

26,872 1,200 104.5％
1,440 0 100.0％

2,050 2,050 0 100.0％
2,761
2,496
2,000

2,761 0 100.0％
2,496 0 100.0％
2,000 0 100.0％
408 0 100.0％

7. 事務所借用費
8. 公租公課

15,717
1,200

15,717 1,200 108.3％
1,200 0 100.0％

156 0 100.0％
655 18 102.7％
1,392 -42 97.0％
472 53 11.2％
9,167 -2,306 74.8％
1,494 -60 96.0％

10. 支部活動費
1. 支部活動費

13,899
13,899

14,080 -181 98.7％
14,080 -181 98.7％

1. 人件費
1. 給料

49,649
49,649

48,233 1,416 102.9％
48,233 1,416 102.9％

2. 職員福利費
1. 職員保険料

7,239
6,855

7,239 0 100.0％
6,855 0 100.0％

2. 職員共済料 129 129 0 100.0％
3. 福利厚生費 255 255 0 100.0％

11. 事業対策費
1. 事業調査費

1,799
1,030

1,830 -31 98.3％
1,061 -31 97.1％

2. 資料購入費 769 769 0 100.0％
12. 保団連関係費

1. 保団連費
34,749

28,646
34,529 220 100.6％
28,646 0 100.0％

2. 中央連絡費 6,103 5,883 220 103.7％

6. 顧問指導料
1. 税務指導費

2,312
1,102

2,312 0 100.0％
1,102 0 100.0％

2. 法律指導費 1,210 1,210 0 100.0％

3. 事務局交通費
1. 交通費

132
132

132 0 100.0％
132 0 100.0％

5. 雑費
1. 雑費

2,587
2,587

2,587 0 100.0％
2,587 0 100.0％

3. 事 務 費 89,991 87,375 2,616 103.0％

1. 予備費
1. 予備費

2,766
2,766

12,513 -9,747 22.1％
12,513 -9,747 22.1％

4. 予備費 2,766

795,000 773,000 22,000 102.8％

12,513 -9,747 22.1％

1. 基本準備引当金
1. 基本準備金

445,000
445,000

431,000 14,000 103.2％
431,000 14,000 103.2％

2. 事務所建設等
　 準備引当金 1. 事務所建設等準備金

300,000
300,000

300,000 0 100.0％
300,000 0 100.0％

3. 退職金
    準備引当金 1. 退職金準備

50,000
50,000

42,000 8,000 119.0％
42,000 8,000 119.0％

5. 次年度繰越金
　正味財産

194,842 194,842 194,842 211,672 -16,830 92.0％

989,842 989,842 989,842 984,672 5,170 100.5％支出合計

支出合計

6. 総務部
1. 会議費
2. 弔慰費
3. 厚生費
4. 渉外費
5. 運営費

3,539 6,156 -2,617 57.5％

978 978 0 100.0％
831 831 0 100.0％

270
100
1,360

387 -117 69.8％
100 0 100.0％
3,860 -2,500 35.2％

7. 財政部
1. 会議費
2. 業務費
3. 諸経費

1,495 1,501 -6 99.6％

319 319 0 100.0％
90 75 15 120.0％

1,086 1,107 -21 98.1％

北 海 道 保 険 医 新 聞 第953号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）2021年（令和3年）6月5日 （8）



め
、
一
時
的
に
経
管
栄
養
と

経
口
摂
取
を
併
用
し
て
い
る

患
者
な
ど
は
対
象
と
は
な
ら

ず
、
ま
た
月
２
回
の
算
定
制

限
も
設
け
ら
れ
て
お
り
、
実

態
に
即
し
た
内
容
と
は
言
え

な
い
。

　
本
会
は
こ
れ
ら
の
内
容
に

つ
い
て
現
場
の
声
を
調
査
す

る
た
め
、
今
年
２
月
に
緊
急

実
態
調
査
を
実
施
し
た
。
調

査
で
は
、
多
く
が
歯
科
訪
問

診
療
の
都
度
、
歯
周
病
治
療

の
中
で
非
経
口
処
を
実
施
し

て
お
り
、「
一
カ
月
の
中
で
６

回
以
上
剥
離
上
被
膜
を
除
去

し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
件

数
は
４
割
近
く
を
占
め
て
い

た
。
ま
た
算
定
要
件
の
回
数

制
限
に
つ
い
て
は
「
週
に
１

回
ケ
ア
・
処
置
を
行
っ
て
お

り
月
４
回
以
上
が
妥
当
」「
制

が
導
入
さ
れ
た
。
点
数
評
価

さ
れ
た
こ
と
は
歓
迎
す
べ
き

こ
と
で
あ
る
が
、
対
象
患
者

が
「
経
口
摂
取
が
困
難
な
患

者
」
に
限
定
さ
れ
て
い
る
た

　
昨
年
の
診
療
報
酬
改
定
で
、

こ
れ
ま
で
評
価
が
な
か
っ
た

剥
離
上
被
膜
の
除
去
を
点
数

化
し
た
「
非
経
口
摂
取
患
者

口
腔
粘
膜
処
置
」（
非
経
口
処
）

限
を
設
け
ず
、
実
際
に
行
っ

た
回
数
に
準
拠
す
べ
き
」
な

ど
の
声
も
聞
か
れ
、「
月
４
回

以
上
算
定
可
能
と
す
べ
き
」

と
の
回
答
は
８
割
を
超
え
た
。

　
対
象
患
者
の
要
件
に
つ
い

て
は
拡
大
を
求
め
る
意
見
が

多
く
「
経
口
摂
取
が
可
能
な

患
者
で
も
処
置
が
必
要
な
患

者
は
多
い
」「
嚥
下
訓
練
中
の

患
者
も
対
象
に
し
て
欲
し
い
」

と
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。

歯
周
病
治
療
に
係
る
関
連
点

数
と
の
併
算
定
で
き
な
い
構

造
を
７
割
が
「
不
適
切
で
あ

る
」
と
回
答
し
、
点
数
の
引

き
上
げ
を
求
め
る
意
見
も
３

割
近
く
あ
っ
た
。

　
本
会
は
保
団
連
を
通
じ
て
、

全
国
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

も
と
に
算
定
基
準
の
改
善
を

厚
労
省
へ
要
請
し
て
い
く
。

（9）第953号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可） 2021年（令和3年）6月5日北 海 道 保 険 医 新 聞

〈
主
な
協
議・検
討
事
項
〉

①
２
０
２
１
年
度
歯
科
部
関
係
事
業
の
具
体
化
に
つ
い
て

・（
６
／
26
）
歯
科
各
種
届
出
に
係
る
研
修
会
（
ウ

ェ
ブ
開
催
）

第
１
部　
歯
科
医
療
安
全
管
理
に
関
す
る
研
修
会

第
２
部　

歯
科
施
設
基
準
届
出
に
係
る
研
修
会

・（
７
／
３
）
歯
科
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー
（
ウ
ェ
ブ

開
催
）

※

そ
れ
以
外
の
事
業
は
今
後
の
状
況
を
み
て
対

応
を
検
討
す
る
。

②「
初
夏
の
歯
科
総
行
動
集
会（
ウ
ェ
ブ
）」（
６
・３

国
会
行
動
）に
つ
い
て

③「
金
パ
ラ
逆
ザ
ヤ
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
実
勢
価
格
調
査
」

（
２
０
２
１
年
４-

６
月
分
）調
査
協
力
の
お
願
い
に

つ
い
て

④
そ
の
他

・（
６
／
５
号
）「
歯
科
保
険
診
療
研
究
」
原
稿
の

確
認 第

2
回
歯
科
部
担
当
理
事
会（
5
月
12
日
）

歯
科
部
だ
よ
り

※

次
回
第
3
回
歯
科
部
担
当
理
事
会

…

6
月
9
日（
水
）午
後
７
時

問
診
療
も
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
で
す
。

―

ご
家
族
は

主
人
と
猫
が
３
匹
で
す
。

猫
は
、
17
歳
の
日
本
猫
の
ミ
ッ

ク
ス
の
オ
ス
、
12
歳
の
ソ
マ
リ

と
ラ
グ
ド
ー
ル
の
ミ
ッ
ク
ス
の

オ
ス
、そ
し
て
11
歳
の
マ
ン
チ

カ
ン
の
メ
ス
で
す
。自
宅
に

キ
ャッ
ト
ウ
ォ
ー
ク
を
設
置
し

ま
し
た
が
、残
念
な
が
ら
３
匹

と
も
使
用
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。

―

ご
趣
味
は

　
大
学
時
代
は
ゴ
ル
フ
部
に

在
籍
し
て
い
ま
し
た
。
現
在

も
年
に
数
回
ゴ
ル
フ
仲
間
と
、

の
ん
び
り
と
ラ
ウ
ン
ド
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
２
年
前
か
ら

沖
縄
の
三
線
を
習
い
始
め
、

少
し
ず
つ
弾
け
る
曲
が
増
え

地域住民の口腔の
　　　　　健康を守る

平松　えりこ先生
はくすい歯カ　札幌市・北区126126

略歴
　沖縄県出身。北海道医療大学歯学部卒業後、
札幌医科大学口腔外科に入局。ふじみ歯科勤
務を経て、２００６年より「はくすい歯カ」に分院
長として勤務。

で
し
た
。
当
院
は
メ
デ
ィ
カ

ル
ビ
ル
内
に
あ
る
た
め
、
ビ

ル
内
の
他
院
を
受
診
す
る
方

々
に
、
徐
々
に
女
医
が
い
る

歯
科
と
し
て
認
知
し
て
い
た

だ
き
、
小
児
患
者
さ
ん
の
受

診
が
増
え
ま
し
た
。
ま
た
、

お
子
さ
ん
だ
け
で
な
く
ご
家

族
で
受
診
さ
れ
、
当
院
の
診

療
ス
タ
イ
ル
を
受
け
入
れ
て

―

保
険
医
会
に
入
会
し
た
理
由
は

　
同
窓
の
先
輩
や
、
地
域
の

先
輩
方
に
勧
め
ら
れ
入
会
し

ま
し
た
。

―

開
業
後
苦
労
し
た
こ
と
や
嬉

　
し
か
っ
た
こ
と
な
ど

　
医
院
名
の
表
記
が
特
徴
的

で
、
開
院
か
ら
１
、
２
年
は

地
域
住
民
に
歯
科
医
院
と
し

て
認
識
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん

い
た
だ
け
る
方
々
が
増
え
、

と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

―

診
療
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は

　
法
人
の
理
念
で
あ
る
「
自

分
が
受
け
た
い
愛
あ
る
医
療

の
追
究
」
に
基
づ
き
、
患
者

さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
地

域
住
民
の
口
腔
の
健
康
の
保

持
・
増
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

―

ど
の
よ
う
な
医
院
を
目
指
し

　
て
い
ま
す
か

歯
科
は
痛
い
時
や
お
口
に

何
か
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
時

だ
け
受
診
す
る
場
所
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
べ
く
、

患
者
さ
ん
の
お
口
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現場から「改善」を求める声

（
聞
き
手
　
事
務
局
丸
岡
）

　当日はテキストとして「スタッフセミナー資料集　―窓口業
務の基礎知識―　第9版」を使用します（会員の先生には１
冊無料配布済みです。別途購入をご希望の方は１冊1,000円
で販売いたしますので、事務局までご連絡ください）。

歯　科 非経口摂取患者口腔粘膜処置　調査アンケート

窓口業務の基礎を学んで日頃の疑問点を解決しましょう！

歯科スタッフセミナー
窓口業務の基礎編

申込締切 6月23日（水）
詳細は本号同封のちらしをご覧ください。
ネットからもお申込みいただけます。

保険医年金 少しでも有利な
資金活用先をお探しの

先生へ

Web
開催

申込期間 4月1日～6月25日
責任開始日 9月1日

◆ 予定利率は１.２５９％
◆ 月払は１口１万円（最大３０口まで）
◆ 一時払は１口５０万円～
◆ 加入5年以降なら何歳からでも
　 年金受給ができます（4種類から自由に選択）
◆ 掛金の中断・再開もできます

締切間近！

お申し込み・お問合せは事務局まで　ＴＥＬ011-231-6281

2021年4月からの
金パラ合金30gの仕入値を教えて下さい

全国保険医団体連合会 金パラ緊急全国アンケート

※特設サイトでは、自院分に限らず、最新のシミュレーション結果、各都道府県、全国の金パラ仕入れ値入力結果も閲覧可能です。

※全国保険医団体連合会トップページからもアクセスできます。

全国保険医団体連合会の特設サイト(ＱＲコード⇒)

[金パラ逆ザヤシミュレータ　実勢価格調査]

ID ： kinpara　パスワード ： 8020
入力期限：7月16日（金）

●日　時 ： 7月3日（土）16時～17時
●講　師 ： 北海道保険医会　講師陣
●参加費 ： 無料
●対　象 ： 職員（歯科医師もご参加できます）
※新型コロナウイルス感染拡大防止のためウェブで開催します。

1～5回
62%

無回答
1%

6～10回
23%

11～15回
8%

16～20回
6%

剥離上被膜の除去回数
（歯科訪問診療時、１月あたり）
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個別指導における指摘事項

問

（初診料）
・医者・患者関係が継続している状態での初診料の算定は認められない。
・初診衛生実地指導料、歯周基本検査、歯周基本治療処置が主訴等に関
　係なく傾向時にパノラマ歯周精密検査、歯科疾患管理料、口腔内写真検
　査、歯科的に算定されていたので、必要性を勘案のうえ取り扱うこと。
（再診料）
・月初めの再診時に、歯科疾患管理料、歯科衛生実地指導料、歯周基本
　治療処置、機械的歯面清掃処置が事務的かつ傾向的に算定されている。

■基本診療料等 （訪問歯科衛生指導料）
・歯科衛生士業務記録簿が作成されていない。
・提供文書の写しが診療録に添付されていない。
（歯科疾患在宅療養管理料）
・初回算定日に患者、家族等に文書提供が行われていない。

問

（総論的事項）
・診療録とレセプト、領収書及び日計表との間において、診療内容、病名、
　所定点数及び合計点数の不一致が見られたので、突合チェックを保険
　医により十分に行うこと。
・歯科技工納品書とレセプトとの間において、設計内容（歯式）又は使用
　金属が一致していない不適切な例が見られたので、突合確認を保険医
　により十分に行うこと。
・被保険者のコピーを保有することは、個人情報保護法の観点から好ま
　しくないので、行わないこと。
（一部負担金）
・徴収すべき者（親戚、家族、従業員とその家族）から徴収されていない。
・未収の一部負担金の管理が不十分である。（未収金管理簿の未作成、納
　入督励が的確に行われていない）

■請求事務

（届出関係）
・届出事項に変更があった場合には、速やかに厚生労働省北海道厚生局
　医療課に届出ること。

■施設基準等届出関係

（歯科疾患管理料）
・患者の同意が得られていない。
・指導管理計画の未策定。
・患者にとって有益な個別具体的内容が情報提供されていない。
（歯科衛生実地指導料）
・実態の指導実施時間（開始及び終了時刻）に基づいて取り扱われていない。
・歯科衛生士業務記録の歯科医師からの指示内容、口腔内状況、プラー
　クチャート、指導実施時刻、担当者の署名に係る記載がない。

■医学管理料等

（検査、診断等）
・「歯周病の診断と治療に関する指針」を参照し、歯科医学的に妥当・適
　切な歯周治療を行うこと。
・歯周病に係る症状、所見等の診療記録記載に乏しく、診断根拠や治療方
　針が不明確。
・治癒の判断、治療計画の修正等が的確になされていない。
・歯周基本治療の後に確認の歯周検査を行わず、歯周治療を終了してい
　る例、補綴治療に着手している例が見られる。
（処置、手術等）
・歯周外科手術（FOp、歯周ポケット掻爬術、ENAP）における手術内容等
　の診療録記載がない又は乏しい。
・検査結果、臨床所見等から判断してＳＲＰの必要性が認められない。

■歯周治療

（補綴時診断料）
・１口腔単位で的確な補綴時診断がなされていない。
・欠損部の状態、欠損補綴の名称及び設計の診療記載がない。
（歯冠修復）
・鉤歯に対して、HJC、CAD/CAM冠により歯冠修復している不適切な例が見られる。
（有床義歯）
・算定要件を満たさない床修理が見られた。
・大連結子が傾向的に算定されている。
・残根上の根管処置及び根面被覆処置を行わず、残根上義歯が新設されている。
（クラウン・ブリッジ維持管理料）
・実際に患者に提供した提供文書の写しの診療録への未添付。

■歯冠修復・欠損補綴

・デンタル及びパノラマエックス線について所見記載がない又は不十分。

■画像診断

・歯科口腔リハビリテーション料１（有床義歯）の場合について、次の不適
　切な例が見られた。

■リハビリテーション

・難抜歯の算定要件を満たさないものが見られた。

■手術

・保険診療から保険外診療に移行した場合には、その旨を診療録に記載すること。

■保険外診療

・投薬において、画一的投与、過剰投与、長期漫然投与が見られたので、
　病名、症状及び経過等を考慮のうえ、投与量をその都度決定すること。

■投薬等

＊診療録に調整等の記載がない。
＊診療録に調整等の記載が乏しく画一的である。

＊保険医の異動は、常勤、非常勤にかかわらず、速やかに届け出ること。
＊診療日、診療時間及び診療科名の変更が見られたので、速やかに届け出ること。

（届出関係）
・診療録の記載に当たっては、次の点に留意すること。

・診療録第1面の主訴、傷病名、歯式、初診時の口腔内所見、開始、終了、
　転帰等に係る記載を的確に行うこと。

・OA機器による診療録の作成に当たっては、関連通知に従い、情報の管
　理体制に十分留意したうえで保険医のもとで作成し、その都度プリント
　アウトした書面で診療を行った保険医が必ず記載内容に誤りがないこ
　とを確認した後に、署名又は記名押印を行うこと。

■診療録

・歯科技工指示書が歯科医師以外の者（歯科衛生士、歯科助手、受付）に
　より一部記載されていたので、歯科技工指示書の記載は担当医師が行
　うこと。やむを得ず口述筆記させた場合には必ず担当医師が記載内容
　を確認して署名又は記名押印を行うこと。
・記載内容（設計・作成の方法・使用材料、歯科医師の住所、歯科医師の
　氏名等）に不備が見られたので、改めること。

■技工指示書

＊診療録は保険請求の根拠であること認識し、必要な事項の記載を十分に行うこと。
＊同一の患者を複数の歯科医師が担当する場合には、責任の所在を明確にするため、
　診療日ごとに担当した歯科医師が署名又は記名押印行うこと。

＊主訴の記載は患者自身の言葉で行うこと。
＊略式病名ではなく正式な診断名を記載すること。
＊全身病状、投薬内容、必要な事項は必ず記載すること。
＊治療が必要な傷病名は初診時に全て記載するように努めること。

・診療録第2面以降の記載内容が不十分であるので充実を図ること。
＊症状・所見・処置内容・指導内容・検査結果・治療方針等。
＊歯内療法時の根管充填材（剤）名。
＊麻酔時の使用薬剤名及び薬剤使用料。

・診療録の記載方法、診療内容に不適切な例。
＊持参された診療録が指導前に新たにプリントアウトされたものであり、一部負担金
　徴収時の記載内容と同一である保証がない。
＊欄外への記載。
＊判読困難な記載。
＊行間を空けた記載。
＊二本線で抹消せず、修正液による不適切な診療録の訂正
＊根拠が不明確・不適切な診療録の訂正（訂正した内容、日時、根拠が不明等）。
＊診療報酬請求時の点検により請求内容等を変更しているにもかかわらず、診療録の
　記載内容が訂正されていない。

（院内掲示）
・院内掲示が不適切であるので、改めること。
＊届出事項に関する事項の掲示がない。
＊旧名称で掲示されている。

問

（歯科訪問診療料）
・患者状況の具体的な診療録記載がない又は乏しい。
・患者の状況に基づいた訪問診療の計画を算定していない。
・歯科訪問診療に係る診療録記載に不備（開始及び終了時刻）。

■在宅医療


